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農村地域に お ける 住民 の 「集落外 へ の 外向き の 姿勢 と

　　　　　　　　　「都市住民 との 交流効果」 との 連関
　　　　　　一集落活性化 と住民 の定住意識向上につ ながる交流効果を視点 として
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1　 は じめ に

　近年農村地 域にお い て み られ る、グ 1丿
一
ンツ
ーVズム

に代表 され る都市農村交流は、都市住民 に とっ て

は、都市にな い 豊か な 自然や そ の 中で生活 して い

る人と の ふれ あ い を通 して 癒 し効果が得 られ る 余

暇活動 として評価 されて い る、

　一方、農村住民 に と っ て は、経済面だけで なく

精神面や 情報面で の や りと りを来訪者と行 う中で 、

自分達の 住む集落や 生活の 良さを再確認 し、それ

らに対す る 自信や愛着を深め る効果 があ る。また、

自治会や生産組織と い っ た複数の主体がかかわる

交流活 動で は、住民 どうしの つ なが りや協力体制

を築 く効果 も認 め られ る。さ らに、各地域 に存在

する伝統文化や自然等 の 地域資源を活用した交流

活勤に かか わる こ とで 、自集落の 持つ 資源の 良 さ

を 再確認 し、また そ れ を見て い る 若い 世代は、そ

の価値 を学ぶ こ とがで きる、っ ま り若い世代の育

成 と継承 の 場 と して も機能 して い る。

　 しか し、実際の 交流活動の 中に は 、 未だ行政主

導か ら抜け出し きれな い 運営や、住民が意 義 を見

出せ な い 状態 で 行われ る交流内容 、先進地 の成功

事例 を模倣 しただけ の もの 等が少なくない の が現

状で あ る。これ は交流活 動そ の も の が目的化 し 、

住民の 意志や 関わ りが 希薄なため 、住民 自身が実

感で き る地域 活性化 に つ なが っ て い るとは言い難

い 。あ く ま で 、地 域の 活 性化の た め の 一
つ の 手段

と して の 都市農村交流 と い う活動を住民が 選択 し，

地 域へ の 自信や愛着、あ る い は、地 域が ま と ま る

力に直 接 つ なが っ て い く こ とが必要 条件で あろ う 。

さ ら に 今後、住民 が直接かか わ り、住民主 体の 企

画
・
運営 で あ る 活 動 を推進 し て い く 際 に は 、町村

全域の 活動よ りも、身近な居住圏域で ある集落主

体の 活 動 を支援して い く方向性 と捉え られ る。

　既往研 究
注 1）

では、グ V一ンツーリズ ムや 棚田か ナ
ー制度

と い っ た各交流事例 にお け る、農村地域活 性化 の

効果 に つ い て数多 く の研究や報告がなされて い る

が、町村行政 と し て の取組み 、特定 の交流事例に

対する 農村住民の 受動的な効果、経済的な効果 分

析によ る 持続発展性 、都市住民へ の 効果や活動内

容の 量 ・質を主 テ
ー

マ とした もの 等が 中心 であ っ た。

しか し、都市 と の 交流 を通 して住民個 人が得 られ

る効果 は、特 定の交流活 動やイベ ントだ けで はな く、

集落外 の 人 と の 日常的なっ きあい も含めた様 々 な

交流形 態・活 動内容、交流意識等の 組み合わせ 、

すなわち、日常 ・非 日常 の個人か らイエ、集落レベ ル

ま で の 様々 な つ きあい の総合的な連関か ら捉え る

必要が あ り、そ の 部分は課題 とし て 残 され てい る。

　そ こ で 本 稿は、農村 住民 の 都市 との 交流 を、こ

れか らも住み続 けて い く居住地や 生活 に対する 自

信と愛着を深め、住民ど うしの つ なが りを強 め る

効果を得る た め の
一

手段 とし て捉 え、研究 を進め

．る。従 っ て 、町村 域 全体 の 行事・
イへ

’
ントで はな く、

農村 にお ける 最 も身近 な居 住圏域 で ある集落内で

住民主体に行 われ る 活動に着 目し、集落内の住民

を対象 とした 日常・非 日常の 集落外と の 関係か ら、

そ の 効 果 を 得 る た め の 要件を明 らか に す る。

　研究 の 方法は 、 都市 との 交流活動の取組み方が

異な る 典型的 農村 2 集落 を対 象 と し、日常的な集

落外 と の っ きあ い （H ）を、都 市住 民 との 非 日常 的

な 交流活 動 効果 （皿）・非 日常的な交流相手 へ の 意

向（IV）と対応 させ る こ とによ り、 「集 落外 へ の 外

向き の 姿勢 と して 総合的に捉え 、都市と の 交流
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活動が住晟に、ある い は集落活性化に直接つ なが

る効果 とな るため の 要件を求め る 。

　比較対象集落は、集落活性化 の手段と して 住民

主体で 交流活動を積極的に行い始 めた ばか りの N

と、既 に様々 な都市農村交流を経験 した後、近年

で は集落活性化の 手段 とし て 特 に意識せ ずイエ・個

人 レベ ルで活動 を行う M を、集落 に対す る支援方針

が 同じ条件下 の 同町 内か ら抽出 し、分析を進め た 。

　 また、本稿で は集落の 活性化 と定住意識向上 に

つ なが る 交流効果 を視点とす るが 、経済効果を含

め た分析 によ る交流活 動自体の 持続発展性ではな

く、交流活 動 を 一
手段 と し た 地域社会活性化の 計

画要件を求める こ とを 目的として い る。

　 本稿の 構成は、豆章で は、個 々 人が集落外 の 様 々

な 入 と の 頼 る
・頼 られ る と い っ た 日常的なつ きあ

い 方を 把握し 、年代や集落外居住経験 ・都市 ま で

の 通勤圏等の 集落外に対する 個入の 価値観や生 活

スタイルを醸成する 指標 と併せ て 分析する こ とよ り、

住民個人 レバ ルの集落外へ の外向きの 姿勢を探る 。

　 次に 皿章は 、 llで 求めた集落外 へ の 姿勢 価値

観 による住民類型を用い 、実際に各集落で行 っ て

い る都市住民 との非 日常的な交流活動 へ の 参加状

況 とそ の効果 を明 らか にす る こ と によ り、日常 的・

非 日常的な活動を対応させ る。こ こ で は特 に 、集

落圏域で 行う こ とが で きる住民主体の 交流活動形

態 とそ の 参加 レベ ルを設 定し、集落外 と の 日常的な

つ き あい 方（身近な家族 ・親戚 に頼るタイフ，何事 も行

政 に頼る タイプ ，同級生や仕事 趣 味仲 間等 の 町 内の

友人 を多 く持 っ タイプ 等）に よる、都市住 民に対応

する 際の 効果の受け取 り方の違 い を明 らか にす る。

　最後 に N 章で は、集落内の農村生活 の 中の様 々

な地域資源 を、非日常的な交流相手で あ る都市住

民 に知 っ て 欲 し い ，体験 して 欲 しい 、とい う住 民

の 気持ちの 現れ を、現在ま で の様 々 な交流 実績の

結果 と捉え 、 H ，皿で 明 らか に した 日常 ・非 日常の

交流実態 、すな わち個 々 人 の 交流実績と そ こ か ら

得 られ た効果 と対応 させ、農村集落の暮 らし の 中

で 特別 に構えない 都市農村交流の あ り方 を探る。

　 調査 は、中学 生以 上 の 全 住民対 象アンケ
ート調 査、

集落代表 者や 交流活動運営に 中心 的 に 携 わ っ て い

る 人 に対 しヒアリング 調 査、及び、各集落資源に 関す

る 現地調査を 行 っ た （表 1）。
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H　 日常的な集落外 との つ き あ い と

　　　　　　　　　　　　　 外向き の 姿勢

1 ．集落住民の 生活ス タイ ル

　集落 内外 に持つ 意識 に大 き く影響を与え る と考

え られ る、性別 ・年代 ・そ の 集落出身か どうか、

また集落外居住経験、 日常行動圏域の広狭の 5 分

類 17 指標を 用 い て 、交流活動の基盤 と な る 生活

スタイルタイプ を求める（図 ／）。

　生活 スタィルタイプ は 、主 に 年 代に よ る 区分が大き い 。

集落出身の 10−20 歳代は主に近隣都市へ の通勤・

通 学層 で あ る （A 類型）。30−40 歳代は、出身者で

集落外居住経験 し 日常 的 に近 隣都市を 利用 す る

（B ）と行動 圏が 町 内域 の （C）に 分類 さ れ る 。50−60

歳代の 多 くは行動圏域が町内に お さま る が 都市広

　 1：・

調査地概

青森県丁町

N 集落

M 集落

調査方法

N 集落

M 集落

胴査 内容

潤査期間

（20QO年 且o月，

人 口 7，700人 ．畑作 に水稲や畜産 を組み合わせた複舎経営が 主楓 町全
体 として は、ケープ背 レピや交流施設 の 整傭、特産の 農産物 を活用 した 近隣
都市住 民 対 象 の 交流イベ ントの 開催、グ 1ウ 甥 ズ ムを 良指 した 農村体験 、地

鬻身鍍飜 1瓢誕誌翻 糶懇 6轟麟 謬
を、ノウ紡や補助金等 の 面で支援する体制を整 えて きて い る。
集落活性化の 手段と して都市住民 と の交流活 動を 2 隼前 よ り積極的に

讐諜鬻 慧講饌糊覊纛鑞 雜獣疇蜑蠡羅驪
’

担 い 、住 民合意の 下で 計画 ・実施 し て い る。季節 ごと鰤 回 の 行事を開催

し、近隣都市か ら、1回は 1，000人集客す るイベ ント．3回は数十人ず つ 募集

参加 。そ の他、町主 催の 農村体験受け入 れ などを仁 単位で 行 e て い る。
　 　 民が まとま o た形態で の 交流 活動 は以前積極的に 行ったが、近

年 で は、農村体験な どの 仁単位 での受 け入れや、町の 交流施設
・
行事へ

の値人 の 主体的＄加 の み。集落活性化 の手段 と して は、集落内の 小 学校

を 心 と した子 ど の 　 動 に しぼ ってい る

ア ンケート調壷 （中学生以上の全住民対象）　　　 t ア リン グ調査

全 41世帯過 7人 　有効票了5票 く51％）　　　　　　 各集落の 自治会 長

全娼 世徹 56人 　有効票 96票 （62％）　　　　　 各交流活動の 代 衰者

L 年齢，盥 」．集藩外 居 住経験・H 常行動範囲　　1．各校流活 動の経総
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図 1：住民の個人属性による生活スタイル類型設定
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域派 も存在する（D ）。集落外居住経験の な い 70

歳代以上 は行 動圏域が町 を出る こ とは な い （E）と

い っ た傾向がある。

2 ，日常 的な集落 外と の つ きあ い とそ の 特性

　次 に 日常的な集落外との関 係を把握する （図 2）。

つ きあう相手は 3分 類 10 種 を設定 した。また、

っ きあい 内容は、精神的 ・情報や価値観 ・経済的 ・

活動と い う分類で 、 つ きあい 相手 に対 して頼 る ・

頼 られ ると い っ た関係をみ る 。

　都 市 と の 交流活 動が 初期段階 の N は、町の 行政

を、新し い 価値観や情報を持 っ て くる存在、集落

の活動に協力 して くれ ると位置づ け、地域づく り

対 し全面的に頼 っ て い る。都市 との 交流 の 経験が

長い M 集落で は、どの 分野 の つ きあい も同級生や

趣味仲間等の 町内に住む友人
・知人 を 重 視 し、N

集落にお ける ［行政1の存在が、M 集落では 「友人 ・

仲 問1 と、大き く傾向が異な る 。

3 ．生活 ス タイル と B 常的な つ き あ い との 対応

　 日常的 な つ きあ い 相手 ・内容 によ り、住民の 類

型化 を行 い 、日常的な交流特性をみ る（図 3）。主

に 交流相手 に よ り 「1家族 ・親戚 中心 型 」咀 友 人

中心型IIH［使い 分け型戸IV行政中心型亅 ［V 多種多

様型1の 5 類型が求め られた 。 工，9 ，N はそ れぞ

れ 、親戚、友人、行政の み と交流 して い るタイプ、

蟹 ，V は、ど の相手 とも日常的につ きあい があり、

交流量が相対的に高いタイプ となる。凪は、新たな

価値観の もと となる情報源と して 行政、精神的な

相手 とし て 家族 ・親戚、一
緒 に活動 する相手 とし

て友人 、 等 と内容によ り相手 を使 い 分 けるタイプ で

ある 。

一
方 V は、ど の 内容で あ っ て も区別な く多

く の相手 と交流を持つ タイプ と捉えられる 。

　 こ の 日 常 つ きあ い 類 型 1 〜 V と 、前述 1 の 生活

スタ仙類型 A 〜E を対応 させ る（図 4 ）。

　集落 自治会 の リ
ーダー

年 齢で あ る 50−60 代 の

日常の つ きあ い方に注 目する。N ・M 集落とも 呱

使 い 分 け型」が多く、集落活性化 の 方向性を 中心

とな っ て考えた り、下 の 後継者世代 を育成 した り

と い っ た年代が持 っ 特 性と 捉 え られ る。集落別 に

み る と、 N 集落で は、行政だ けに 頼る ［1V行政中

心 型 と lI 家族 ・親 戚中心型 が、　 M 集落で は lff

友入中心型1 と EV多種多様型 」の 割合が高い 。

　また、交流 B 的に 応 じて つ き あい相手を選択す

る IMff い分け型 1は、集落 出身で あ り町外 へ の 通

勤 ・
通 学 をす る 10−20 歳代 と、集落の リ

ー
タ
  年齢

の 50−60 歳代に多い 。

　以 上 よ り、都市と の 交流活動に対 し、初期段階

の集落住民 におけ る行政の 存在の大き さ、集落 の

り
一
ダ
L一
層 の集落外と の つ き あい は、その役割から、

内容 と っ きあう相手 を使い分 ける列プが多 くなる

こ とを明らか にした。

IN ：外か ら自集薄 に入る もの　　　　　　　　　　　身内
OU 丁 ；住民がその 相手を きっ かけに 出て行 くもの

　　　　凡□1°〜・・囑 ・。
〜・・％　 。囎 ，、，、姻 。。 生
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傍

團・・一・。％ ■媼 一鰤

購 鰤 。。，

神IN　 集落を故郷の よ うに 大事に 考えて くれて い る r　．炉
抻OU丁 集落の ま ちづ く りに 関 して 頼れる

情報IN　 新 しい 価値観や 椿報を 持 っ て くる

情 　O凵丁　　 の 　 さを外 へ と伝えて くれる

経済IN　　築落レ丶遊びに来てお 金を落 として い っ て くれ る

経　OUT 目帰 りや泊ま りで旅行 によ く一緒に行 く
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図2：住民 の 臼 常の つ きあい 内容とその相手 （集 落別 ）
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図 3 − 1 固有ベ ク トル

図 3− 2樹形図 及び類型内容

V ：多種多様型

正 ：家族
・
親戚

中心型

N ：行茲中心型

肛 ：使い分け型

H ：友人 中心 型

図3：住民の 日常の つ きあい に よ る類型設定

図4：日常の つ きあい 類型 と生活 スタ鵜類型 と の 対応
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皿　都市住民 と の 交流か ら得 られ る効 果

　本章で は都市 との 交流活動を、ある 農家 に宿泊

し生活 と農作業を共 に行 う農村体験等の 、自宅 に

受 け入 れ る 住 民か らみれ ばく 密な 交流 〉 と、地域

資源 を活用 したイベ ントに よる 工 芸 ・収穫
・味覚体験

等 の 、比較的大勢が参 加 し交流機会も増やす
．一

方

で、都市住民 と の 交流 自体 は 浅い く 疎な交流〉 の

2 分類と設定し、分析を行 っ た。

1 ．各活動 へ の 住民 の交流参加 レ ベ ル

　 llで 求め た 日常の つ き あ い類型 ごとに交流活動

へ の参加レペ 1レ4 段階をみる（図 5）。 2 以 上 の レベ ル

に な っ て は じめ て
“

活 動に 参加した
”

と捉 え る。

　〈密な交 流 〉で は 、 個人 やイエ単位で の 参加 とな

り、約 6 割は 参加レペ 丿レに至 っ て い ない 現状 にある

が、特に ［工V行政中心 型 」の かか わ りが薄 い の が特

徴で あ る 。集落別 で は、交流初期段階 の N 集落は

く密な交流〉 へ の 参加レベ ルは低 い 。またく 疎な交流

〉で は 、レベ ル2 以上 の 参加 が 5 割以上 と高い に も

かかわ らず、多 くが レベ ル3 ，
4 までは進まな い 。

2 ．〈 密な 交流〉 〈 疎 な 交流 〉 ごとの 交流効果

　 く 密な交流〉 へ の 効果 を、生活スタイル類型 A 〜E

で比較する と、40 歳代以下が ［農村生活の 良さを

確認 亅 1農村で は 当た り前の こ とに価値 を発見1 と

い っ た 、若い 世代が 集落の 良 さを見直す機会と し

て い る。特 に M 集落 で は、30−40 歳代の うち 、

集落外居住経験層が よ りそ の傾向は強い （図 6）。

　 日常 の つ きあい 類型 1〜V に よ り交流効 果 をみ

る と、N 集落 ［V 多種 多様型 の 効果認識割合が 特

に高い （図 7）a こ れ は、集落 として の 交流経験が

薄い 場合で も、日頃 か ら内容
・
相手 区別な く多種

多様 につ きあう個人の 経験は、集落として の 交流

経験と同等の 意義を持 つ こ とを示す。

　 〈疎 な交流〉 に 関し て は 、交流初期段階 の N 集

落に お い て 、50 歳 以 上 の リ
ーS
’
　
一一
層 と高齢層 の 住民

が 喋 落住民 の 入の ま とま りを強める戸新 し い 活

動 に集 落住 民 で 協 力 して い くこ との 重 要性 を確

認亅と い っ た効果 を、また、30−40 歳代 以下 に は

「集 落 の 良さ を外 に伝え る 手段 で ある こ とを確認 1

と い う意味で 、意義を見出して い る（図 6
，
7）。

　 両集落共通 して ［IV行政中心 型1は、密 ・疎にか

かわらず交流効果を認識す る割合が低 く、交流 に
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よる意義を見出しにく い価値観を持 っ た層で ある 。

　以 上 よ り、交流経験豊かな M 集落は、＜密な交

流 〉 の み に活動意義を見出 して い る傾向に ある 。

一方、交流初期段階 の N 集落 は、〈 密な交流〉〈疎

な交流〉 によ り受け取 る効果 の 差が出る 段階で は

ない も の の 、交流活動 をき っ か け と した高齢世代

の ［住 民 の ま とま り1、若 い 世代の 膿 村資源の 価

値 の 発見 1と い う効果 は認 め られる。

　 　 　 　 N 集落 　　　　　　　　　　　　　 M 集落
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密
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IV　 集 落の 地域資源 を外 に 見せ よ う と

　　　　　　　　　　　　　する住民 の 意 向

1 ．生活 ス タイ ル によ る外 向き の 意向 の 差 異

　まず集落別 に み る（図 8 ）。M 集落は 、集落住民

の 資質や普段の 暮 らし、農作業に 関する こ と等、

あ りの まま の 日 常生活 をく密な交流〉 相手 に 対 し 、

よ り多 く見 せ る の に対 し、N 集落は、密 ・疎 とも、

自信を持 っ て見 せ よ うとす る外向き の 姿勢が薄 い 。

　 また生 活炒 イル類型別 では、〈 疎な交流 〉 相手に

対 し、多 くは町 の 資源 を見せ る程度 とする が、集

落外居住経 験が な く行動域 も町内 の 70歳以上（E＞

は集落 内外の 資源を 区別 な く捉え て い る （図 9 ）。

　
t一

方 く密 な 交流 〉相手 には 、全体的に 自集 落特

有の 資源 も町全体の 資源と併せ て 見 て 欲し い とす

る。特に 、M 集落の 集落外居住経験があ り行動圏

も広 い 30−40 歳 代層（B）は 自集落資源 へ の 認識が

高 く、外の 生活 経験や 日常 的な都 市へ の行動 領域

の 広さが 、自集落 へ の 自信 と愛着を高め て い る。

2 ．日常の つ き あ い に よ る 外向き の意向の差異

　日常の つ きあ い 類型 1〜V ごと に 、特に 、交流

経験豊富な M 集落 にお ける、〈密な交流〉相手 に

対する 集落内資源の 見せ 方を考察す る（図 10）。

　 ［IV行政中心型1は資源を見せよ うとする意識が

希 薄 で あ る ．一
方、 「皿 使 い 分け型 1 「V 多 種 多様

型 1 は多 くの 集落資源 を見せ る 意向が強 い が、特

に 「V 多種多様型］は 、
”
冬 の 厳 しさ

”

と い っ た マイナス

面 ま で も体験 して 欲 し い とし、よ り、あ りの まま

の 農村生活の 要素を都市住民 に見せ よ うとす る 。

3 ．交流活動参加実績 と外向き の 意 向

　 さ らに、皿 で 求め た活動参加実態 ごとに、＜ 密

な交流〉相手 に対する資源 の見せ方をみ る （図 11）。

　M 集落で は 、〈 密な 交 流 〉 ま で 参加 した住 民ほ

ど資源 を外 に見せ た い とする割合が減少す る。 こ

れ は 、〈疎な 交流 〉 に の み 参加 した レへ
’
ルに お い て

は、相手と の 交流濃度が薄 く、まだ何 も伝 え られ

なか っ た、体験 して もらえなか っ たとい う、交流

欲求が満たされて い な い 意識 の 現れ と捉え られ る 。

　以上 よ り、M 集落住民 は どの 相手 に 対 し て も集

落資源 を見 ・体験 して 欲 し い とす る 傾向で ある。

交 流活 動 を意 識しな い こ とよ り、外 に対 し て 構え

な い 姿勢が つ くられて い る。また 、内容 ・相手 を

区 別 しな い 「V 多種多様型1の 日常的 な つ き あ い 経

験は、集落 の マイナ湎 ま で も含 めた 、あ りの まま の

農村生活 の 要素を都市住民に見せ る 意識に つ なが

る 。 非 日常的な交流活 動経験 では、個人 の 意志 に

近 い 形 で 〈 密な 交流 〉 に 参加 し て は じめて 、交 流

と い う直接 目的が達成 され る と考 察され る 。

凡倒 （図 B，亅O，1】）
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図 重1 ：

【農制体験などの （靨な交流〉相 手に瑚 して 】

　 　 　 ．　　　　
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密 な 交 流 を した 住民 が 資源 に 持 つ 外向き姿 勢 図9 廟集落の 資源に持つ 外向きの姿勢 （交流相rp男il）
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V 　 まと め

　本研 究で得 られ た結論 を以下に示す。

  　各集落 ll一ダー層の 日常 の っ き あ い 方では 、都

市 との 交流が初期段階の集落は、目的別 に相手 を

選択し使 い 分けるSdプ ・行政 に の み頼るタイプ が多

く、交流経験の 長い 集落で は、内容 によ り相手 を

区 別せ ず多 くの 人 とつ きあ うタイプ の 割合が増え る 。

  交流 初期段階の 集落で は、農産物等の 資源を

都市か ら の 来訪者が触れ る，食す程度 の 疎な 交流

内容とな る が 、比較的多く の住民が受 け身的にで

もかか わ る機会を持っ 。しか しこ の 段階で は、経

済効果 と外へ の宣伝効果 しか望めず、活動の 企画 ・

運営面にお ける行政（役場等）へ の依頼心 も強 く、

初期段階の行政の 役割は大き い。また集落資源 を

じっ く り伝え る こ とが可能なく 密な交流〉 に対 し

て も、〈 疎な交流 〉 と同程度の 交流効果 しか 得 ら

れず、交流自身を楽しめ る 段階で はな い。

　 しか し、集落 全体で 取組む く疎な 交流〉 の 意義

は、50−60 歳 代の il一ダー
世代は ［住民 の まとま り1

効果を実感 し、30−40 歳代の 1あた りまえの農村

資源 の 価値 の 発見 で あ っ た と捉 え て お り、そ の

意味で の交流効果は大き い 。

  　
一

方、都市 と の 交流経 験を積んで きて い る集

落で は 、〈 疎な交流 〉 に対 し参加 意識が低 く、逆

に 〈密 な交流〉 にお い て の み交流意義 を見出す よ

うにな り、経済効果 か ら精神ある い は情報的な 内

容に 重心が移行す る 。さ ら に 、疎 密 どの相手 に

対 して も自集落資源を見
・
体 験 して欲 し い とする

意識 を持 つ 。都市 と の 交流 を特別に意識 しな くな

る こ とより、 外 へ の 構えない 姿勢が つ くられ 、こ

の段階は既に行政 の サポ
ー
トを必要と しな い 。

  以上 よ り、住 民個入 の地 域へ の愛着醸成に つ

ながる効果 をもた らす都市 と の
“
構えな い 交 流

’

と は 、日常生活や普段持っ 意識 とか け離れない 範

囲 で の 取 組 み で ある。取組みが初期段階の集落で

あ っ て も、先達の 経験則 を学習し、同じ長 い 時問

と経 験 を繰 り返す こ とな く、内部 の 活性化を実現

す る こ とが重要 とな ろ う。そ の ため には、個人 ご

と の 、集 落外で の 生活 経験 か ら 自集落を 意識 し直

す姿勢、及び、高齢者 の持 つ 町内の み の 長 く濃い

経験か ら集落内外を区別せ ず構え な い姿勢等 を、

地域づ く りに活かすた め の 検討が課題で ある。
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　　 In　the　case 　of 　exchange 　activitics　between　town 　and 　country 　in　mral 　are 亀 it’s　mo 駕 important　tQ　raise 　rural　residents
’
vitality

rather　than　the　checks　ofcontenrs 　provided　to　town　residents ．
　　 【tsampled 　two 　different　rurat 　settlements 　in　the　way 　ofprometion 　about　exchange 　wlth 　town ．　the　exchange 　act至vities　with 　town

residents 　is　caught 　as　one 　way 　ofpromoEing 　the　confidence 　a且 d　a航 achment 　to　thcir　cemmtillity ，　and 　acquiring 　the　effect　ofstrengthens

relation　of　rural　resider ユts．　Factors　to　acquire 　the　exchange 　effects 　are　clar孟fied　by　correspQndence 　between　non
−da重且y　exchange

activities　ofvariousfomm 　a湘 the　daily　exchange 　activities　with 　town 　res孟dents，

36 農村計画論文集　第 3集　2001年 12月

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


